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特
別
町
民
・
古
屋
和
雄
氏
の

　
　
　
　
　
顕
彰
式
を
実
施
！

勝
山
小
学
校
に
旧
講
堂
の

　
　
　
　
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
寄
贈
！

（
仮
称
）
上
九
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
工
事
始
ま
る
！

誘
致
企
業
「
ニ
チ
プ
リ
電
子
工
業
株
式
会
社
」

と
町
が
調
印
式

町
地
域
審
議
会
及
び

　
地
域
振
興
協
議
会
が
ス
タ
ー
ト

特
別
町
民
・
古
屋
和
雄
氏
の

　
　
　
　
　
顕
彰
式
を
実
施
！

勝
山
小
学
校
に
旧
講
堂
の

　
　
　
　
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
寄
贈
！

（
仮
称
）
上
九
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
工
事
始
ま
る
！

誘
致
企
業
「
ニ
チ
プ
リ
電
子
工
業
株
式
会
社
」

と
町
が
調
印
式

,
,

　
６
月
議
会
で
、
７
人
目
の
特
別
町
民
の
承
認
を
得
ま
し

た
、
小
立
出
身
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
古
屋
和
雄
氏

の
特
別
町
民
顕
彰
式
が
町
役
場
に
お
い
て
、
10
月
３
日
行

わ
れ
ま
し
た
。
古
屋
さ
ん
は
、
旧
河
口
湖
町
小
立
地
区
に

生
ま
れ
。
父
親
の
仕
事
の
関
係
で
富
山
県
に
移
住
し
ま
し

た
が
、
父
親
や
お
じ
い
さ
ん
の
墓
は
、
小
立
の
妙
法
寺
に

あ
り
、
９
月
亡
く
な
ら
れ
た
母
親
の
納
骨
も
こ
の
10
月
、

妙
法
寺
で
行
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
顕
彰
式
の
後
、
古
屋
さ
ん
か
ら
「
子
ど
も
の
頃
、
こ
の

地
で
過
ご
し
た
思
い

出
や
ら
、
今
後
の
町

づ
く
り
の
方
向
性
等

に
つ
い
て
＝
子
ど
も

た
ち
が
、
お
お
ら
か

に
遊
び
ま
わ
り
、
大

人
た
ち
が
ゆ
っ
く
り

本
を
読
め
る
よ
う
な

地
域
＝
な
ど
に
つ
い

て
話
し
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
屋
さ
ん
は
将
来
的
に
は
、
町
に
土
地
も
あ
る

の
で
こ
の
地
に
戻
っ
て
き
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
よ
う

で
、
い
ろ
ん
な
機
会
に
ふ
る
さ
と
「
富
士
河
口
湖
町
」
を

紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
で
す
。

　
産
業
用
小
型
プ
リ
ン
タ
を
主
力
商
品
と
す
る
日
本
プ
リ

メ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
ニ
チ
プ
リ
電
子
工
業
株
式
会

社
は
現
在
、
富
士
吉
田
市
の
開
発
セ
ン
タ
ー
工
場
で
開
発
・

製
造
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
業
務
拡
大
に
伴
い
に

富
士
吉
田
の
セ
ン
タ
ー
工
場
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
こ

の
度
勝
山
地
内
に
新
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
工
場
の
規
模
は
、

２
階
建
て
で
建
物
面

積
２ 

５
２
０
平
方
メ

ー
ト
ル
、
敷
地
面
積

７ 

６
４
０
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
現
在
の
30

名
か
ら
徐
々
に
増
員
し
、

平
成
21
年
度
に
は
70

名
の
従
業
員
計
画
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
工
場
の
着
工
は
来
年
２
月
頃
で
、
来
年
８
月

頃
の
操
業
開
始
を
目
ざ
し
て
お
り
、
ま
た
、
将
来
的
に
は

日
本
プ
リ
メ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
の
山
梨
営
業
所
の
計
画
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
「
ニ
チ
プ
リ
電
子
工
業
株
式
会
社
」
と
町
に
お
い

て
の
企
業
立
地
協
定
の
調
印
式
は
、
10
月
６
日
町
役
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
勝
山
在
住
の
流
石
與
文
さ
ん
（
72
歳
）
か
ら
去
る
9
月

28
日
勝
山
小
学
校
に
、
昭
和
13
年
か
ら
44
年
ま
で
使
用
さ

れ
て
い
た
講
堂
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
流
石
さ
ん
は
宮
大
工
と
し
て
、
遠
く
は
ハ
ワ
イ
の
寺
院

の
建
設
に
携
わ
る
な
ど
様
々
な
日
本
建
築
の
建
物
を
建
て

て
き
ま
し
た
。
数
年
前
か
ら
日
本
建
築
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
作

り
を
始
め
、
今
回
の
勝

山
小
の
講
堂
は
三
作
目

に
な
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
講
堂
造
り
の
き

っ
か
け
は
、
流
石
さ
ん

の
奥
さ
ん
や
お
子
さ
ん
、

そ
れ
に
お
孫
さ
ん
も
現
在
、

勝
山
小
に
通
っ
て
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
昨
年
の
夏
、

講
堂
の
写
真
を
借
り
て
製
作
に
取
り
掛
か
っ
た
そ
う
で
す
。

米
ヒ
バ
材
を
使
い
、
1
2
0
㎝
×
80
㎝
×
70
㎝
の
大
き
さ

で
、
勝
山
小
学
校
の
正
面
玄
関
に
据
え
て
あ
り
ま
す
。

　
10
月
20
日
、
来
年
3
月
1
日
に
合
併
す
る
上
九
一
色
南

部
の
出
張
所
と
な
る
、
仮
称
上
九
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
、
述
べ
床
面
積
９
１
２
㎡
、
鉄
骨
造
平
屋

建
て
で
、
事
務
室
、
健
康
づ
く
り
室
、
浴
室
、
歩
行
用
プ

ー
ル
、
娯
楽
研
修
室
、
図
書
・
児
童
室
に
多
目
的
ホ
ー
ル

を
備
え
た
地
域
の
拠
点
施
設
で
す
。

　
10
月
25
日
、
町
役
場
に
お
い
て
町
地
域
審
議
会
及
び
河

口
湖
地
区
に
お
け
る
地
域
振
興
協
議
会
の
委
嘱
状
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
議
員
の
在
任
特
例
に
伴
う
任
期
が
10
月
15

日
で
切
れ
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
設
置
し
て
い
た
各
地
区
地

域
振
興
協
議
会
に
代
わ
り
、
新
町
建
設
計
画
等
に
か
か
る

事
項
等
に
つ
い
て
、
旧
町
村
ご
と
の
意
見
等
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
合
併
の
特
例

に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
旧
河
口
湖
地

区
に
お
い
て
は
旧
村
単

位
の
４
地
区
の
意
見
反

映
を
求
め
る
た
め
、
引

き
続
き
地
域
振
興
協
議

会
規
則
を
設
け
、
設
置

し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す

町
地
域
審
議
会
及
び

　
地
域
振
興
協
議
会
が
ス
タ
ー
ト
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富
士
河
口
湖
町
地
域
審
議
会
（
任
期
４
年
）

【
河
口
湖
地
域
審
議
会
】�

 
 
 

会
　
長
　
渡
辺
　
一
正
　
　
学
識

副
会
長
　
渡
辺
　
和
昭
　
　
学
識
　
　

　
　
　
　
小
佐
野
弘
士
　
　
議
員

　
　
　
　
渡
辺
　
周
次
　
　
議
員

　
　
　
　
高
山
　
泰
治
　
　
議
員

　
　
　
　
堀
内
　
弘
一
　
　
議
員

　
　
　
　
渡
辺
　
森
太
郎
　
学
識
（
振
興
協
議
会
長
）

　
　
　
　
渡
辺
　
森
蔵
　
　
学
識
（
振
興
協
議
会
長
）

　
　
　
　
梶
原
　
憲
十
郎
　
学
識
（
振
興
協
議
会
長
）

　
　
　
　
渡
辺
　
尚
史
　
　
学
識
（
振
興
協
議
会
長
）

　
　
　
　
古
屋
　
晴
男
　
　
学
識

　
　
　
　
中
村
　
武
夫
　
　
学
識
　

【
勝
山
地
域
審
議
会
】�

 
 
 

会
　
長
　
堀
内
　
　
勝
　
　
学
識

副
会
長
　
流
石
　
利
道
　
　
学
識

　
　
　
　
倉
沢
　
鶴
義
　
　
議
員

　
　
　
　
流
石
　
市
朗
　
　
議
員

　
　
　
　
在
原
　
長
一
　
　
学
識

　
　
　
　
流
石
　
安
正
　
　
学
識

　
　
　
　
小
佐
野
　
量
　
　
学
識

　
　
　
　
小
佐
野
一
久
　
　
学
識

 
 
 
 

【
足
和
田
地
域
審
議
会
】�

 
 
 

会
　
長
　
三
浦
　
隆
一
郎
　
学
識

副
会
長
　
三
浦
　
洋
惠
　
　
学
識

　
　
　
　
三
浦
　
康
夫
　
　
議
員

　
　
　
　
古
谷
　
芳
信
　
　
議
員

　
　
　
　
渡
辺
　
秀
一
　
　
学
識

　
　
　
　
渡
辺
　
重
壽
　
　
学
識

　
　
　
　
三
浦
　
利
信
　
　
学
識

　
　
　
　
朝
比
奈
喜
四
郎
　
学
識

富
士
河
口
湖
町
地
域
振
興
協
議
会
（
任
期
２
年
）

【
船
津
地
域
振
興
協
議
会
】

会
　
長
　
渡
辺
　
森
太
郎
　
学
識

副
会
長
　
小
佐
野
昭
二
　
　
学
識

　
　
　
　
小
川
　
清
治
　
　
議
員

　
　
　
　
古
屋
　
一
哉
　
　
議
員

　
　
　
　
井
出
　
庄
一
郎
　
学
識

　
　
　
　
梶
原
　
恒
夫
　
　
学
識

　
　
　
　
梶
原
　
亥
之
雄
　
学
識

　
　
　
　
井
出
　
　
弘
　
　
学
識

　
　
　
　
井
出
　
　
功
　
　
学
識

　
　
　
　
白
壁
　
三
代
子
　
学
識

 
 
 
 
 
 

【
小
立
地
域
振
興
協
議
会
】�

 
 

会
　
長
　
渡
辺
　
森
蔵
　
　
学
識

副
会
長
　
望
月
　
幸
子
　
　
学
識

　
　
　
　
渡
辺
余
緒
治
　
　
議
員

　
　
　
　
大
石
　
真
六
　
　
議
員

　
　
　
　
渡
辺
　
勝
利
　
　
学
識

　
　
　
　
渡
辺
　
岩
次
　
　
学
識

　
　
　
　
渡
辺
　
芳
明
　
　
学
識

　
　
　
　
渡
辺
　
晴
長
　
　
学
識

　
　
　
　
相
沢
　
幸
一
　
　
学
識

　
　
　
　
北
村
　
か
や
子
　
学
識

 
 
 
 

【
河
口
地
域
振
興
協
議
会
】�

 
 

会
　
長
　
渡
辺
　
尚
史
　
　
学
識

副
会
長
　
中
村
　
義
孝
　
　
学
識

　
　
　
　
駒
谷
　
隆
利
　
　
議
員

　
　
　
　
高
山
　
泰
治
　
　
議
員

　
　
　
　
伴
　
　
實
成
　
　
学
識

　
　
　
　
山
崎
　
進
一
　
　
学
識

【
大
石
地
域
振
興
協
議
会
】

会
　
長
　
梶
原
　
憲
十
郎
　
学
識

副
会
長
　
堀
内
　
満
命
　
　
学
識

　
　
　
　
堀
内
　
弘
一
　
　
議
員

　
　
　
　
堀
内
　
維
貞
　
　
学
識

　
　
　
　
堀
内
　
勉
侑
　
　
学
識

　
　
　
　
堀
内
　
初
美
　
　
学
識

　
10
月
19
日
、
町
役
場
に
お
い
て
「
富
士

河
口
湖
町
観
光
活
性
化
案
内
標
識
整
備

検
討
委
員
会
」
の
委
嘱
状
交
付
式
と
第
１

回
目
の
検
討
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
土
交
通
省
が
平
成
17
年
６

月
に
公
表
し
た
「
観
光
活
性
化
標
識
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
＝
観
光
客
が
安
心
し
て
一
人

歩
き
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
の
観

光
案
内
標
識
の
表
記
方
法
や
計
画
・
設
置

等
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定
め
た
も
の

＝
の
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
ケ
ー
ス
」（
全
国
で
３

ヶ
所
＝
愛
知
県
常
滑
市
、
愛
媛
県
松
山
市
、
富
士
河
口
湖
町
）
に
町
が
選

定
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
今
年
度
は
案
内
標
識
整
備
計
画
を
策
定
し
、
来
年
度

か
ら
は
実
際
の
標
識
を
整
備
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
こ
の
委
員
会
に
は
、
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
に
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
委
員
会
を
進
め
て
行
く
も
の
で
す
。

富
士
河
口
湖
町
観
光
活
性
化
案
内
標
識
整
備
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
！

岸井　隆幸

会　長

副会長

日本大学理工学部教授

赤瀬　達三 ⑭黎デザイン総合計画研究所

田宮　佳代子 国土交通省関東地方整備局

西牧　秀夫 国土交通省関東運輸局

瀧浪　慎一 国土交通省関東地方整備局

高橋　博幸 環境省関東地方環境事務所

山村　茂雄 県土木部道路管理課

中村　雅夫 県観光部観光資源課

雨宮　寛和 富士急行株式会社企画部

宮下　　正 富士急山梨バス株式会社管理部

中村　徳行 河口湖観光協会

三浦　美信 西湖観光協会

山田　義文 精進湖観光協会

伊藤　昭典 本栖湖観光協会

横田　聖美 ＮＰＯフィールド

中村　章彦 富士河口湖ふるさとガイドの会

中村　謹吉 河口湖ウォーキング協会

中村　武夫 河口湖商工会

小佐野　常夫 富士河口湖町長

渡辺　辰美 富士河口湖町建設課長

渡辺　武博 富士河口湖町観光課長

志村　孝男 上九一色村産業観光課長

観光活性化案内標識整備検討協議会委員

氏　名 所　　　属

お
子
さ
ん

父

母

朝
比
奈
一
冴
　
　
利
　
美
　
た
か
み
　
船
津

渡
邊
　
隼
弥
　
　
達
　
也
　
幸
　
子
　
船
津

松
本
　
　
凌
　
　
　
功
　
　
　
文
　
　
船
津

井
出
　
結
子
　
　
　
聡
　
　
陽
　
子
　
船
津

山
涌
　
遥
輝
　
　
　
純
　
　
利
　
恵
　
船
津

五
味
　
星
陽
　
　
一
　
成
　
直
　
美
　
船
津

小
佐
野
　
禮
　
　
広
　
明
　
良
　
美
　
船
津

羽
田
明
日
香
　
　
博
　
正
　
恵
美
子
　
船
津

渡
邉
日
瑶
里
　
　
喜
　
樹
　
美
成
子
　
船
津

土
橋
　
寛
太
　
　
司
　
郎
　
直
　
子
　
小
立

佐
藤
　
杏
胡
　
　
正
　
一
　
千
　
栄
　
勝
山

古
屋
　
泰
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ふじかわぐちこ安心ｅ－ネット

～安心で安全な環境づくりのために～

地域住民の皆さん地域住民の皆さん

利用者利用者

町防犯パトロールカー町防犯パトロールカー

情報提供

利用者登録

メールの受信安心安全情報の閲覧

情報提供情報提供 小中学校小中学校管理・運営
情報管理
管理・運営
情報管理

富士河口湖町役場富士河口湖町役場富士河口湖町役場

ふじかわぐちこ安心e-ネット

犯罪(不審者・空き巣)情報犯罪(不審者・空き巣)情報

地域コミュニティ連絡網地域コミュニティ連絡網

事件・事故・災害情報事件・事故・災害情報

地域安心安全情報共有システム

公的個人認証
サービス認証局
公的個人認証
サービス認証局 警察署・消防署警察署・消防署

町内巡回町内巡回

情報提供情報提供

■■■■■■■■■

■■■■■■■■■

■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■公的個人認証による

管理者認証
公的個人認証による

管理者認証

○事業の概要は

○ふじかわぐちこ安心ｅ－ネットとは？

○利用方法は？

　町では、総務省が行なう「地域安心安全情報共有

システム実証事業」の実施団体として全国29団体の

１つに選ばれ、平成17年10月から平成18年1月末まで

の４ヶ月間にわたり実証事業を実施します。この事

業は、地域の防犯・防災に関する情報を、地域住民

の皆さんと共有し相互に情報伝達を行なうことにより、

地域の安心・安全の確立と地域コミュニティの活性

化を促進することを目的とした事業です。

　私たちの生活環境にも、携帯電話・パソコンの普

及によるインターネットを利用しての情報共有事業に、

多くの皆さんのご協力とご参加をお願いします。

　事前に利用者登録をしていただいた方に、防犯、

防災、生活情報に関する情報を直接町役場から携帯

電話やパソコンにメールで情報配信するものです。

登録した方から通勤・通学、買い物、散歩などの途中で気がついた防犯、防災の安心・安全に関する情報を町役

場に情報提供いただき、その情報をホームページに地図情報とともに掲載し、ほかの登録者にメールで情報配信

するシステムです。

　また、この実証事業にあたり、町と富士吉田警察署が情報提供に関する協定を結び、警察署の全面的なご協力

を得て、不審者やひったくり、空き巣などの犯罪情報や防犯情報の配信も行ない、犯罪の抑止に寄与するもので

もあります。

　なお、登録者から提供された情報は、必要に応じて確認を

行なうため、配信が遅れることや配信をしない場合がありま

す。

・�情報配信メールのみを受信したい方の場合

　パソコンから「ふじかわぐちこ安心ｅ－ネット」にアクセ

スすると、トップページに「情報配信登録」の項目がありま

す。それをクリックすると登録画面が表示されます。表示さ

れた登録画面で、配信を希望するメールアドレスを入力し登

録ボタンをクリックすると完了です。

　携帯電話から「ふじかわぐちこ安心ｅ－ネット」にアクセ

スすると、トップページの「上記以外の方」をクリックし、

「情報配信登録」から、メールアドレスを入力し、希望する

ジャンルを選択し、登録をすると完了します。

携帯電話やインターネットで地域の安心安全情報を共有しましょう携帯電話やインターネットで地域の安心安全情報を共有しましょう

ふじかわぐちこ安心ｅ－ネットふじかわぐちこ安心ｅ－ネット
平成17年10月17日実証事業がスタートしました！

地域安心安全情報共有システム　利用のご案内

（ＰＣ＆携帯可）

https://safety.town.fujikawaguchiko.yamanashi.jp/
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○2次元バーコードのポスターとは?

・�情報配信メールと情報投稿を利用する方の場合

　役場での申請手続きが必要となります。

　　　　〈対象者〉町内在住、在勤、在学の方

　　　　〈実験期間〉平成17年10月17日（月）～平成18年1月下旬（実験終了後も継続運用予定）

　　　　〈申込窓口〉申込書（町役場企画課窓口および町ホームページからダウンロードして入手）に必要事項

　　　　　　　　　　を記入の上、企画課窓口で登録手続きをしてください。

　　　　　　　　　　その際、本人確認をするため、運転免許証、パスポート、健康保険証、学生証、住基カー

　　　　　　　　　　ドなどを提示していただきます。

　　　　　※お問合せは  富士河口湖町役場企画課地域情報係まで 　TEL 0555-72-1129

　携帯からの投稿情報では、あらかじめ町内の公共施設や地域の商店、コンビニ

エンスストアなどの協力により、2次元バーコードのポスターを掲示しています。

このポスターの2次元バーコード読取機能付の携帯電話で読み取ることによって、

現在地の位置情報を取得し「ふじかわぐちこ安心ｅ－ネット」へ接続を簡単に行

うことができ、安心安全情報を見たり、情報提供することができます。（一部利用

できない機種や読み取りにくい場合があります）

詳しくは町ホームページの「安心ｅ－ネットのご案内」をご覧ください

http://www.town.fujikawaguchiko.yamanashi.jp/

　市町村が、山梨県と県内の全市町村とともに取り組んでいる「やまなしくらしねっと（やまなし申

請・予約ポータルサイト　http://www.ycma.jp/）」において、１１月１日から電子申請された住民

票の写し等を代金引換郵便により、ご自宅にお届けする

サービスを開始しました。

　このサービスの開始により、町役場に行かなくても自

宅にいながら、申請から発行手数料の支払い、交付物の

受け取りができるようになりました。

　代金引換郵便サービスが利用できる手続きは、①住民

票の写し等の交付申請、②戸籍の附票の交付申請、③所

得（所得課税）証明書交付申請、④納税証明書交付申請［車

検用軽自動車税の納税証明書を除きます］及び⑤固定資

産税評価（公課）証明書交付申請の５手続きです。

　なお、電子申請に必要なパソコンの設定や申請方法等は、

「やまなしくらしねっと（やまなし申請・予約ポータル

サイトhttp://www.ycma.jp/）」でご確認下さい。ご不明

な点は、コールセンター（0570-018074）にお問い合わせ

下さい。

ご自宅が町役場窓口に！


